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チャルペルソナのポストインターネット世界における現れ方の類型としては、性別と身体の制約から離
れた虚構的ペルソナとしてのアバターと､他者に見られたい仮想の顔であるアイコンと､多様なペルソナ
を生成しながら体現しているとし、マンガやゲーム、アニメを実写化したものやコスプレなどの嗜好から
は、仮想と現実の中間的存在、言わば2.5次元的な表現が流行しているとする。 
 現代のアートの世界でも、アイデンティティを問題にした作品は多く、セルフポートレートは近代にお
ける自我の確立という問題を長年にわたり担ってきたが、現代はさらに自我を越えて、さまざまに複雑に
錯綜し交換され、それ自体が現代的な問題点としてテーマとされている。パク･ナヒョンの論文、制作も
同様に新たな時代のアイデンティティの模索がテーマとなっていると言えるだろう。 
 作品｢Cluster｣は、自身がこれまでまとってきた衣服を解体し、あたかも自身とは何者なのかを分解し、
マルチなアイデンティティとして再構築しょうとしている。また作品タイトルには、集団、集合という意
味があり、多くの関係性の中でのアイデンティティについて、思考し制作していることが明らかである。
「Selfie」「Profile」を含めて、これまで制作してきた作品は自分自身への問いかけからスタートした表
現ながら、我々の人間関係や感情交歓の方法がさまざまに複雑化し、変化した現代の普遍を表現した内容
であり、時代を反映して今作られることに意味深い。よって、パク・ナヒョンの博士論文と作品は、副査
の審査結果とともに総合的に判断して優秀であり申請は合格とする。 
 
